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●
『
教
育
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
２
０
０
７
』
で

学
級
・
学
年
通
信
セ
ミ
ナ
ー

「
学
級
経
営
が
変
わ
る
！
プ
リ
ン
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
催

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
実
践
発
表

教
育
現
場
支
援
の
研
修
イ
ベ
ン
ト
『
教

育
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
２
０
０
７
』

（
主
催
・
日
本
教
育
新
聞
社
、
後
援
・
文

部
科
学
省
ほ
か
、
協
賛
・
理
想
教
育
財
団

ほ
か
）
が
７
月
26
・
27
日
の
両
日
、
東

京
・
秋
葉
原
Ｕ
Ｄ
Ｘ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
講
演
や
分
科
会
な
ど
多
彩
な
催
し
が

行
わ
れ
る
中
、
26
日
の
分
科
会
で
は
『
学

級
・
学
年
通
信
セ
ミ
ナ
ー
「
学
級
経
営
が

変
わ
る
！
プ
リ
ン
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
日
本
教
育
新
聞
社
編
集

局
報
道
部
長
矢
吹
正
徳
氏
が
「
先
生
自
ら

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
鍛
え
、
実

践
事
例
か
ら
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
旨

の
挨
拶
を
し
、
始
ま
り
ま
し
た
。

初
め
に
宇
田
川
光
雄
先
生
（
社
団
法
人

全
国
子
ど
も
会
連
合
会
常
務
理
事
・
目
白

大
学
、
聖
徳
大
学
講
師
）
に
よ
る
『
プ
リ

ン
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
花
火
型
ブ
レ
ス
ト
」
と
名
づ
け
ら
れ

た
こ
の
方
法
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
鍛
え
る
た
め
の
手
法
。
２
人
一
組

で
紙
に
「
プ
リ
ン
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
か
ら
連
想
す
る
言
葉
を
書
き
込
み
、

最
後
に
プ
リ
ン
ト
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義
や

効
果
、
期
待
さ
れ
る
も
の

を
考
え
る
と
い
う
内
容
で

す
。こ

の
後
、
柵
木
弓
先
生

（
岡
崎
市
立
梅
園
小
学

校
・
第
１
回
『
育
て
！
プ

リ
ン
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
』
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
）

と
、
新
井
国
彦
先
生
（
高
崎
市
立
中
尾
中

学
校
・
第
２
回
『
育
て
！
プ
リ
ン
ト
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
良

賞
を
受
賞
）
に
よ
る
実
践
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

関
心
の
高
さ
と
取
り
組
み
の
真
摯
さ

柵
木
先
生
は
『
学
級
経
営
に
生
か
す
学

級
通
信
』
と
題
し
て
、
自
身
制
作
の
学
級

だ
よ
り
「
信
」
と
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使

い
な
が
ら
、
学
級
経
営
の
場
で
学
級
だ
よ

り
が
果
た
す
役
割
を
具
体
的
に
提
示
。

「
手
ご
た
え
の
あ
る
学
級
通
信
、
手
ご
た

え
の
あ
る
学
級
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
」
と
結
び
ま
し
た
。

新
井
先
生
も
学
級
通
信
『
凛
』
や
、
現

在
、
初
の
試
み
と
し
て
発
行
し
て
い
る
国

語
科
通
信
『
言
葉
は
命
』
を
制
作
す
る
際

の
工
夫
や
様
々
な
配
慮
に
つ
い
て
、
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
発
表
。「
発
行
し

た
通
信
は
生
徒
に
は
成
長
の
跡
、
私
に
は

そ
の
時
の
生
徒
の
表
情
や
会
話
ま
で
浮
か

ぶ
手
立
て
に
な
る
」
と
通
信
発
行
の
重
要

性
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

最
後
に
矢
吹
部
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
新

聞
制
作
に
携
わ
る
自
身
の
経
験
を
元
に
、

レ
イ
ア
ウ
ト
や
写
真
の
効
用
に
配
慮
し

た
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
通
信
づ
く
り
を
、

と
訴
え
ま
し
た
。

約
２
時
間
の
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
が
、
参

加
者
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
な
ど
、
プ
リ

ン
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
関
心
の

高
さ
と
そ
の
取
り
組
み
の
真
摯
さ
が
伝
わ

る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

約60名の参加者で満席の会場

ワークショップの宇田川光雄先生

実践発表する柵木弓先生と
新井国彦先生

＊理想教育財団では、今後各地で通信づくりセミナーを開催する予定です。（お問い合わせは、03-3575-4313へ）

「育て!プリント
コミュニケーシ
ョン」コンクー
ルの入賞作品を
見る参加者


